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日 本 で ２ 度 目 のW3C TPAC2019 
（World Wide Web Consortium 
Techn i ca l  P l ena r y /Adv i so r y 
Committee Meetings Week 2019）
が2019年 9 月16〜20日にかけて，福
岡で開催されました．Web技術の進
展 を め ざ すTPACに お け るNTTグ
ループの標準化活動を中心に紹介し
ます．

W3C TPAC2019 
@FUKUOKA概要

W3CはWeb技術の標準化と推進を
目的とした国際的な会員制の産学共同
コンソーシアムであり，年 １ 回の技術
総 会 をTPAC（Technical Plenary/
Advisory Committee Meetings Week）
として開催しています．TPACは水曜
日の全体会合を挟んで， １ 週間にわた
り技術的検討を議論するWG（Work­
ing Group）やビジネス的観点からの
技術の活用を議論するBG（Business 
Group）などの対面会合や，技術を採
用したデモンストレーションなど，標
準化にかかわるさまざまな活動が行わ
れます．TPAC2019はヒルトン福岡
シーホークにて640名を超える参加
者，100を超えるミーティングやセッ
ションなど，過去最大規模での開催と
なりました．

本総会での主要なトピックをいくつ
か紹介します．

まず，WWWの考案者およびW3C
の創設者であり，W3Cにおける求心
力としての役割を果たしてきたTim 
Berners-Lee氏がディレクター等の主

要な役職を退任する意向を示したこと
が挙げられます．それに伴い，過去数
回の代表者会議ではW3Cの安定的な
運営を実現するため，2021年 1 月に
法人格を取得することが提案されてき
ており，今回の会議ではその準備状況
等の報告がなされ，各会員組織におい
ても組織内で準備をするよう依頼があ
りました．

また，標準化プロセスにおける知財
の扱いについて，現状では勧告の際に
各組織にロイヤリティフリーの実装を
許諾することの確認を求めていたもの
を，WGでの議論の手戻りを防ぐため
に確認を早める方針の提案も示されま
した．

TPACにおける活動

NTTグループでは，本総会の開催に
関し， NTTコミュニケーションズおよ
びNTT西日本により会期中の安定的
なネットワーク環境を提供しました．
会合開催中は海外からも多くの関係者
が来場し，インターネットを介して
Web会議やGitHub等，メンバー間の
コミュニケーションを取ることから，
非常に頑健で高速なネットワーク環境
が必要となりましたが，会合中の監視
や会合終了後の設備点検など，日々の
運用業務を着実に行い，会合の高い評
価にもつながる貢献を果たしました．

FIDO（ファイド）認証と 
WebAuthn WG

Web Authentication（WebAuthn）

WGでは，シンプルで堅牢な認証の実
現をめざすFIDO（ファイド）認証モ
デルをWebブラウザで提供するため
にJavaScript API（Web認証）を標
準化しています（１），（２）．

W3Cで のWeb認 証 の 標 準 化 は，
2015年11月にFIDOアライアンスから
Web部分の基本仕様（案）をW3Cに
貢献するかたちで始まりました．
FIDO認証モデルをOS ・ ブラウザ等
のプラットフォームに対応させ，2019
年 3 月にLevel 1として正式勧告とし，
現在Level ２の策定を進めています．

NTTド コ モ とNTT研 究 所 は，
FIDOア ラ イ ア ン ス に ボ ー ド メ ン
バー，スポンサーメンバーとして加入
し，Consumer Deployment WG， お
よびFIDO Japan WGの座長をNTTド
コモが務め，FIDO仕様の商用導入に
際しての課題とフィードバックのとり
まとめ，仕様改善等，FIDO認証の仕
様策定と普及に貢献してきています．

今回のW3C TPACでは，Webにお
けるセキュリティと認証に携わるキー
パーソンが一同に介する貴重な機会と
とらえ，Web認証を含むFIDO認証モ
デルを適用したシンプルで堅牢な認証
をさらに商用サービスで広く利用でき
るよう推進すべく，日本からの発信と
して ３ つの取り組みを行いました．
■デモンストレーションブース

NTTグループが旗を振って，会期
中Web認証に関するデモンストレー
ションブースを設置しました．FIDO 
Japan WGと国内のFIDOアライアン
スメンバー企業にも加わっていただ

W3C TPAC2019@FUKUOKAでの活動
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き，スマートフォン上でのWeb認証，
PCとセキュリティキーを使ったWeb
認証，そして手のひら静脈を使った認
証器の動作をデモしました．国内にお
けるFIDO認証の普及と世界に先駆け
ての新しい取り組みの紹介を通じて，
国内外からの出席者に今後のパスワー
ドレス認証の方向性をアピールするこ
とができました（写真 1 ）．
■ランチョンスピーチ

“Contributions from NTT and 
Japan Teams for Simpler, Stronger 
Authentication” と題して会期 ２ 日目
に30分のプレゼンテーションを行い，
NTTドコモが2015年 5 月以来いち早
く対応しているdアカウントのログイ
ンと本人確認でのFIDO仕様を活用し
た生体認証の取り組み（３），NTTグルー
プと国内企業によるWeb認証への取
り組み，そして各社が世界に先駆けて
商用導入しながら得られた知見と仕様
改善に向けたフィードバック，その進
め方についての構想を紹介しました．
久しぶりに日本で開催されたW3C 
TPACにおいて，ランチョンスピーチ
はTPACとしても初めての試みであ
り，日本からの発信として貴重な取り
組みとしてできただけでなく，数は多
くないものの聴衆の一部からの強い関
心を確認することができ，貴重なディ
スカッションにつなげることができま
した（写真 2 ）．
■WebAuthn WG

WebAuthn WGでは，より具体的な
フィードバックを行い，Level ２策定

写真 2 　ランチョンスピーチ

写真 1 　デモンストレーションブース
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に向けたディスカッションを行いまし
た．主たるポイントは，①現時点で存
在しているブラウザ実装のばらつき，
②フリクションレスな認証体験を提供
するための仕様上の課題，③パスワー
ドレス認証を実現するための多くのオ
プションを有効に活用するためのベス
トプラクティスが不足していると思わ
れることの ３ 点です．これらの取り組
みを通じて，オンラインパスワードを
起因とする不正アクセスのリスクを軽
減していくための標準化活動にさらに
弾みがついたものと思います．

Web-based 
Signage BG

Webベースサイネージ（4）はWeb技術
を活用したデジタルサイネージのこと
で，端末にWebブラウザが搭載される
だけでサービスを実現できることが特
徴として挙げられます．W3Cでは
NTTも共同議長を務めるWeb-based 
Signage BGが，ユースケースの分析
からWebベースサイネージの実現に
向けた検討を行うかたちで始まり，
サービスに必要となるブラウザのAPI
の実現方法とサービスの普及について
議論してきました．TPAC2019では
約 ２ 年ぶりにBG会合を持ち，これま
での活動の歴史を振り返るとともに，
Webベースサイネージがすでに商用
展開されており，世の中に浸透してき
ていることを確認しました．当初目的
としていたWebベースサイネージの
普及が十分に達成できたことから，本

会合をもって活動を停止することをメ
ンバー間で合意し，実質上，2012年
4 月に活動を開始したBGに幕が下ろ
されました．

Breakout Sessions 
でのトピック

TPACの特色の １ つに全体会合の中
で行われるアンカンファレンス形式の
Breakout Sessionsがあります．参加
者の中から有志を募り，議論のテーマ
設定からセッション運営までも有志自
らが行います．議論テーマは，WGで
意見が割れている点について広く聴衆
の見解を求めるものや，今後W3Cで
議論の対象とすべき新規テーマの提案
など，非常に多岐にわたります．今年
度は最大同時12セッション並列のか
たちで，計59のセッションが開催され
活発な議論が交わされました．

本会合で特に印象的であった点を紹
介します．具体的には，ブラウザにお
けるプライバシに関し，セキュリティ
面での脅威の高まりや新たなセキュリ
ティモデルの提案など関連する ６ 件の
セッションがGoogle社およびApple
社より提起されました．この背景には，
GDPR（General Data Protection 
Regulation）＊においては，現状のWeb
でのマネタイズに関し主流となってい
る広告モデルに関し，パーソナライズ
のために重要となるIPアドレスや
Cookieも個人情報に該当するといわ
れ，より慎重な取り扱いが必要となる
ことが挙げられます．また，ブラウザ

フィンガープリンティング（5）により，
Cookieを用いず，かつ，ユーザによ
る回避がより困難なかたちでユーザを
追跡する手法が発展してきていること
も同様に背景に挙げられます．

言うまでもなく，プライバシ保護は
重要な要素です．今後，これらのセッ
ションでの議論を基に，ブラウザベン
ダからの具体的な仕様の提案につな
がってくるものと考えられます．
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